
秋田県スキー連盟公認 

2018 スーパーGたざわ湖 CUP 
 

１． 主  催  田沢湖高原リフト株式会社 

２． 主  管  仙北市スキー連盟 

３． 後  援  秋田県教育委員会、秋田県スキー連盟、仙北市教育委員会、仙北市体育協会 

４． 期  日  平成 30年 3月 16 日（金）～17日（土）  

５． 会  場  秋田県たざわ湖スキー場 

          014-1201 秋田県仙北市田沢湖生保内字下高野 73-2   ℡0187-46-2011 

６． 日  程  16日 （金） 開会式及び選手会 17:00～ 管理センター（無料休憩所）  

 17日 （土） 競技開始 (予定)   9:30～ 

                  ※表彰式 15：30～ 管理センター（無料休憩所） 

７． 競技種目  スーパー大回転 （１本制）  

８． 組  別   ・小学校 各学年 男女別 

           ・中学校 各学年 男女別 

９． 競技規則  この要項に定めた以外は、ＳＡＪ競技規則「最新版」に準ずる。 ただし、規則で補えない事項はジュリー及 

び組織委員会で決定する。傷害事故防止のためクラッシュヘルメットを着用し， スキーブレーキ （スト 

ッパー） 装備のスキーを使用のこと。  

10． 参加資格 小学校４年生以上で保護者の同意を得て、 学校長又は県加盟団体の承認を受け監督・コーチ又は父兄 

が引率し、 原則として県スキー連盟データバンクに登録していること。 傷害保険又はこれに準ずる保険に 

加入していること。  

11． 参 加 料  3,000 円 （参加料は、いかなる場合も返却しない。） 

12． リフト券   引率大人 2,800 円 中学生 2,100 円 小学生 1,000 円で販売します。  

           ※リフト券の販売については、当日のリフト運行開始 30 分前からスキーセンターレラ 1F インフォメーション

にて販売を行います。 

13． 申込方法  秋田県スキー連盟のホームページ http://ski-akita.com/ から所定の申込用紙をダウンロードし必要事

項を記入のうえ、参加料を添えて学校単位、各団体単位で現金書留にて期限まで申込むこと。 申し込み

内容に不備がある場合は受付ができない場合がありますので十分注意してください。  

14． 申 込 先  〒014－1201 秋田県仙北市田沢湖生保内字下高野 73-2 

            田沢湖高原リフト株式会社  国体記念ＪｒＧＳＬ大会事務局宛て 

            ＴＥＬ 0187－46－2011   ＦＡＸ 0187－46－2775 

15． 申込締切  平成 30年 3月 2 日（金） 必着 期日厳守のこと 

16． 抽  選   秋田県スキー連盟ポイントリストを採用します。 （SGポイントを適用） 

           ※昨年度の SGポイントについては、今シーズンの 2nd ステージポイント掲載時に一緒に掲載します。 

17． 表  彰   各学年男女別、１位から６位まで表彰する。また、2018スーパーGたざわ湖CUP及び国体記念第 37回田

沢湖ジュニアジャイアントスラロームスキー大会の総合優勝者には優勝カップと賞品を授与する。 

18． そ の 他  ※天候・会場の状況などやむを得ない事情により競技がキャンセルされた場合でも参加料は一切返還しま

せん。 

           ※参加者の事故ついては、主催者は応急処置を行うがそれ以外については一切責任を負わない。 

           ※エントリー責任者は、選手の障害保険等の加入確認を怠らないこと。 

           ※各組６位までの入賞者は、秋田県グランドチャンピオン大会（3月 24、25日開催）への参加資格が得られ

る。 

              ※ビブについては、選手会終了後に配布する。  

http://ski-akita.com/


           ※その他の注意事項や連絡が生じた場合は、田沢湖スキー場ホームページならびに秋田県スキー連盟 

ホームページに掲載します。 

           ※宿泊については各自で確保して下さい。 

19. 競技用品   ・中学生、小学生共にマテリアルルールの制限は特に設けずＧＳで使用しているものでもよいこととする。 

            ・使用するヘルメットはＣＥマークがあり、突起物のないものとすること。中学生はＳＡＪルールに従うこと。 

            ・選手はバックプロテクター装着を強く推奨する。 

20. 競技特性   ・途中で転倒してしまった選手が、再度コースに復帰することはできない。 

            ・滑走中にイエローフラッグが振られたら、ただちに安全に停止しなければならない。 

            ・コース内には指定されたコーチの立ち入りしか認められない。立ち入ることができるコーチの制限につ

いては選手会で連絡する。ただし出場する選手のコーチは必ず入場すること。 

            ・コース内に入るコーチは指定の位置に競技開始 10 分前に入ることとし、競技終了までその場を移動し

てはならない。コーチ指定の位置は選手会で連絡する。 


